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東
海
道
随
一
の
都
会
で
あ
っ
た
大
津
は
、
隣
の
大
都
市
京
都
、
大
坂
に 

近
く
び
わ
湖
水
運
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
く
る
米
穀
の
量
は
他
の
町
々
に
な 

い
も
の
で
し
た
。 

 

当
時
の
米
仲
間
は
、
問
屋
を
中
心
と
す
る
株
仲
間(

問
屋
・
小
売
屋
・
荷 

米
屋)

が
幕
府
に
銀
換
算
で
買
い
受
け
米
会
所
に
お
い
て
取
引
の
仲
介
を
行 

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
京
都
の
商
人
が
大
津
に
入
っ
て
米
取
引
を
行
っ 

た
り
、
株
仲
間
に
よ
る
不
正
が
横
行
す
る
な
ど
取
引
の
低
迷
が
続
く
な
か 

で
米
価
が
他
の
諸
商
品
に
対
し
て
低
落
す
る
と
い
う
状
況
が
続
い
た
こ 

と
か
ら
幕
府
が
乗
り
出
し
、
享
保
二
十
年(1

7
3
5
)

「
大
津
御
用
米
会
所
」 

を
成
立
。
問
屋
を
中
心
に
組
織
的
に
整
備
し
た
う
え
、
さ
ら
に
大
坂
と
同 

様
の
商
取
引
の
盛
ん
な
大
津
で
の
相
場
立
て
を
許
可
し
ま
し
た
。 

 

大
津
で
の
米
相
場
は
取
引
量
の
大
き
い
大
坂
堂
島
の
米
相
場
が
参
考
に 

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
堂
島
の
相
場
を
大
津
へ
知
ら
せ
る
に
は
、
飛
脚
や
伝 

書
鳩
に
よ
る
伝
達
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
速
く
知
ら
せ
る
の
が
重
要
で 

す
か
ら
手
旗
信
号
に
よ
る
伝
達
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

文
化
十
二
年(1

8
1
5
)

園
城
寺
三
別
所
の
山
頂
に
、
米
相
場
の
「
気
色
見
」

の
場
所(

一
間
半
四
方)

を
と
拝
借
を
願
い
出
許
可
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の 

場
所
は
明
治
十
四
年
の
『
近
江
国
滋
賀
郡
誌
』
に
「
相
庭
山
」
の
名
前
が 

出
て
い
て
、
現
在
の
地
図
で
見
る
と
小
関
越
と
逢
坂
山
の
間
に
あ
る
小
関 

山(3
2
5

ｍ)

で
は
な
い
か
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
坂
の
堂
島
か
ら
吹
田
・
千
里
山
→
高
槻
・
阿
武
山
→
柳
谷
・
西
山
→ 

稲
荷
・
二
石
山
→
小
関
山
の
コ
ー
ス
に
点
在
す
る
「
気
色
見
」
に
旗
振
り 

人
と
遠
眼
鏡(

望
遠
鏡)

を
持
っ
た
者
が
登
り
、
大
坂
・
堂
島
の
米
相
場
の 

午
前
と
午
後
二
回
の
相
場
高
下
を
受
け
て
い
た
の
で
す
。
幾
つ
か
の
相
場 

伝
達
に
関
す
る
資
料
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
通
信
手
段
は
驚
く
ほ
ど
速
く 

な
ん
と
大
津
ま
で
５
分
の
速
さ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

電
話
が
開
通
し
た
明
治
二
六
年
、
大
坂
＝
和
歌
山
の
間
で
電
話
と
旗
振 

り
と
競
っ
た
と
こ
ろ
、
初
期
電
話
は
約
一
時
間
掛
か
っ
た
の
に
対
し
て
旗 

振
り
は
な
ん
と
３
分
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 

編
集
担
当
記 
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尾賀えた他ってあき 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上絵図は大津市歴史博物館所蔵「大津町之内 浜

通之図」より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の絵図は、享保四年(1720)頃の大津百町湖岸の絵

図ですが、大津城跡の幕府の御蔵、彦根藩の彦根蔵と大

きな蔵の他、小さい蔵まで含めるとなんと１００近い蔵

があったようです。絵図が小さく見辛いですが沢山の蔵

が軒を連ねています。そして其々の蔵の間には蔵の管理

を委託された米問屋が多くみられます。 

 

 

 

 

 

 

大津は江戸時代全国でも有数のお米の集積地であっ

たことをご存知の方は多いと思います。大津の現在の

浜通り側から湖岸にかけては全国の藩の米蔵が林立し

ていました。 

琵琶湖の湖上運送と大都市京都・大坂に近いことか

ら、近江に領地を持つ有力大名や各藩の旗本、寺社、

門跡、公家から集積される米の蔵がずらりと並んでい

たそうです。 

大きいものでは、幕府の蔵「御蔵」との町名が今も

残っています。北保町にあった金沢松平加賀守前田家

の蔵。そして前号町名の項でも少し書きましたが彦根

蔵。右ページに彦根蔵の図面を乗せましたのでご覧く

ださい。これは佐和蔵と云い橋本町北側一圓を井伊侯

が拝領して此処に蔵を置きました。ここに納められる

米は、凡そ四萬俵から九萬二千俵（天保八年五月

(1837)）此地唯一の大蔵でした。それは俗に「澤米」

と証し、当地米市場の建米として古来有名で、彦根藩

士が常に在住して拝領地城内での一切の事件を支配

し、大津代官の支配の及ばない所でした。 

 

 

米屋仲間は「三株」と称して、問屋株・小売屋株・

荷米屋(にないまいや)株の区別がありました。問屋は米

穀移出入の実権を握っていて米会所の役員にもなれま

した。 

 小売屋は別名平米屋とも呼ばれ、大津町中に店を出

し米穀一般を小売していたそうです。 

 荷(にない)米屋は、白米屋または荷売屋とも称して白

米のみを売りさばき、俵米の積み送りはできず、袋入

りの白米を荷い売っていました。 

 問屋、小売屋、荷米屋と三株の仲間の株の譲渡には

すべて米会所の承認が無いと認められませんでした。 

 ではそれぞれの株所有者はどれ位あったのか？問屋

株は７４軒、小売屋株は３２９軒、荷米屋株は１９７

軒と云いますから、ちょっと驚きます。 

 この百町瓦版夏季号で酒屋の小売株が７７軒もあっ

た事を書きましたが、米屋はその酒屋どころでないそ

れこそ大津百町内は米屋ばかりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

琵琶湖の湖上運送拠点は中世の時代は坂本や堅田が中心でしたが、織田信長から豊臣秀吉の時代にな

ると大都市である大坂・京都への運送に利便性の高い大津に拠点を移し、秀吉は船持集団の『大津百

艘船』を創設しました。『大津百瞍船』は大津から積み出される物資と人を運ぶ独占的な権利を与えら

れたことにより、大津は米穀の大きな取引市場となり大津浜の湖岸には米蔵が立ち並びました。 

こうしたこともあって全国からの米穀の中心的な集積地となり、湖岸に蔵屋敷が並び 



 

尾賀えた他ってあき 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こうした株仲間と別に、昔から仲(すあい)仲間と呼ばれ

るコメ取引を仲介し手数料を取る者もいました。この仲

間は株が固定されると、仲(すあい)仲間が有していた地位

が不安定でありこれまで同様にして頂きたいと、米屋仲

間役人に申し出ていましたが代官には取次されず。享保

期以降は凡て米問屋仲間の支配下に完全に入りました。 

 米の流通だけではなく、諸物資は大津ばかりに来ず、

下坂本村や唐崎浦を経由して山中越・白鳥越・小関越の

間道を通って京都へ、はては南郷浜村、関津浜村と瀬田

川沿いに抜ける者も多かったようです。 

 

そして天保年間(1830～1844)の大飢饉による農村の

疲弊が深刻になり、各地で一揆や打ちこわしが頻発し諸

物価も高騰して行きました。いわゆる「天保の飢饉」に

より幕府は一連の株仲間解散令を天保１４年(1843)触

れます。一部の株仲間は鑑札を京都奉行所に差出してい

ましたが、なかなか一筋縄ではいかなかったようです。 

 また幕府の仲間解散令の狙いは、横行してきた独占的

な営業を行う株仲間の解体にもあったようで、仲間その

ものの解体ではなかったようでした。 

 その後一転して嘉永４年(1851)株仲間再興令が発布さ

れたのです。さらに慶應４年(1868)鳥羽・伏見の戦いを

最後に明治新政府が出来、しばらくは米仲間の人数増減

の届け出を認め米会所の相場立ても認めていました。 

米屋に限らず他の株仲間による閉鎖性打破は理解さ

れませんでしたが、最終的に明治５年(1872)大津のすべ

ての株仲間は解体されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上図は大津市歴史博物館所蔵「彦根藩大津屋敷之 

図」より (この蔵屋敷にあった⛩稲荷が現在浜 

通りにある彦田稲荷神社です) 

 

 
 
 

今
回
の
お
店
紹
介
は
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
と
市
民
文
化
会
館
が
併
設
さ
れ
い
る 

と
こ
ろ
。
一
階
の
テ
ラ
ス
側
に
オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
イ
ン
テ
ィ
」

で
す
。
こ
の
場
所
に
は
以
前
か
ら
こ
こ
に
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
っ
た
の
は
ご
存
じ
の
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
き
っ
と
今
ま
で
の
お 

店
の
雰
囲
気
と
の
違
い
に
驚
か
れ
る
と
思
い
ま 

す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
規
オ
ー
プ
ン
で
す 

が
、
県
内
の
食
材
に
よ
る
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
と 

こ
だ
わ
り
の
コ
ー
ヒ
ー
で
勝
負
を
！
と
７
月
に 

開
店
さ
れ
ま
し
た
。
車
が
通
る
道
路
に
も
面
せ 

ず
、
か
と
云
っ
て
人
通
り
が
あ
る
と
こ
ろ
で
も 

な
い
所
で
す
が
、
び
わ
湖
に
架
か
る
虹
や
降
り 

注
ぐ
陽
光
が
見
渡
せ
る
景
観
が
最
高
で
す
。 

オ
ー
ナ
ー
の
荒
川
孝
男
さ
ん
は
定
年
後
は
奥 

さ
ん
と
二
人
で
カ
フ
ェ
を
営
業
し
た
い
と
、
仕 

事
の
傍
ら
京
都
市
内
の
老
舗
コ
ー
ヒ
ー
店
に
通 

い
勉
強
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
内
装
も
全
部
ご
自
分
で
考
え
ら
れ
、 

 
 

コ
―
ヒ
ー
チ
ケ
ッ
ト(

￥
３
９
０
０)

を
購
入
入
す
る
と
自
分
専
用
の
マ
イ
カ 

ッ
プ
と
し
て
キ
ー
プ
す
る
こ
と
も
出
来
る 

な
ど
、
楽
し
め
る
カ
フ
ェ
の
様
々
な
工
夫 

が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

お
店
の
名
前
の
「
イ
ン
テ
ィ
」
は
南
米
イ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ン
カ
帝
国
の
太 

陽
と
虹
の
神
に 

ち
な
ん
で
付
け 

ら
れ
た
そ
う
で 

す
。
荒
川
さ
ん
は
な
ん
と
長
等
商
店
街
に
あ
っ
た 

大
黒
座(

映
画
館)

の
隣
の
生
ま
れ
で
幼
少
期
は
大 

津
で
過
ご
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

定
休
日 

月
曜
日(

日
・
祝
に
よ
り
変
更
有) 

営
業
時
間 

九
時
～
一
七
時 

電
話 

０
７
７ 

(

５
９
９) 

４
５
７
０ 

     

      

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

災害や疫病が蔓延する現

生や煩悩に対し、災害や疫

病もない清浄な理想郷を目

指し、古来から人々は佛菩

薩を祀り願いを託してきま

した。三井寺では国宝金堂

内陣に昔から祀られて来た

ご本尊の秘仏弥勒菩薩を中

心に、阿弥陀如来坐像・阿

弥陀如来立像・薬師如来立

像など浄土のみほと 

            けを遷座し、疫病退 

散を願う法縁の機会 

が設けられます。 

 

 

 

国宝金堂は豊臣秀吉の正室北政所により慶 

長四年(1599)再建された天台系密教仏堂様式 

を伝える桃山時代の名建築です。三井寺は正 

式名称は長等山園城寺(おんじょうじ)と云い見 

どころの多い大寺院です。 

詳細は三井寺077-522-2238又はホームページ 

 
 

 

 
こ
の
『
瓦
版
』
夏
季
号
で
紹
介
し
ま
し
た 

 

朝
鮮
通
信
使
が
膳
所
の
太
守
（
本
多
氏
）
か 

 

ら
の
提
供
で
瀬
田
／
大
萱
新
田
に
て
戴
い
た 

『
夕
照
』
と
い
う
銘
酒
に
つ
い
て
の
詳
し
い 

資
料
が
有
る
と
提
供
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
は
も
と
も
と
幕
府
が
作
成
し
た
「
五 

海
道
其
外
分
間
見
取
延
絵
図
」
を
近
年
見
易 

く
書
き
改
め
ら
れ
た
も
の
で
、
東
京
美
術
社 

が
昭
和
六
十
年
発
行
し
た
も
の
の
中
に
書
か 

れ
て
い
た
も
の
で
す
。 

 
 

東
海
道
・
膳
所
藩
領
の
橋
本
村
に
つ
い
て 

の
と
こ
ろ
で
、
村
高
は
三
百
七
十
一
石
余
。 

神
領
か
ら
勢
多
（
瀬
田
）
橋
東
詰
ま
で
、
長 

さ
一
町
四
五
間
余
。
残
ら
ず
家
居
あ
り
東
西 

は
狭
い
が
賑
や
か
な
街
道
集
落
で
あ
っ
た
。 

こ
の
橋
本
村
の
と
こ
ろ
で
『
近
江
興
地
志 

 

略
』
に
よ
る
と
と
書
か
れ
「
艜
舟(

ひ
ら
た
ふ 

ね)

が
五
十
艘
あ
り
、
酒
を
醸
造
す
る
富
家 

 

が
多
く
と
く
に
勢
多
夕
照
酒
は
こ
の
地
の
名 

 

産
と
し
て
聞
こ
え
た
」
こ
の
よ
う
に
勢
多
の 

 

『
夕
照
』
は
や
は
り
地
域
で
の
銘
酒
で
あ
っ 

 

た
よ
う
で
す
。
現
在
そ
の
酒
屋
を
特
定
で
き 

 

る
酒
屋
は
判
ら
な
い
よ
う
で
す
。 

前
夏
季
号
で
大
津
百
町
の
酒
屋
が
七
七
軒 

も
有
っ
た
事
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
石
山
・ 

膳
所
も
と
調
べ
れ
ば
本
当
に
多
く
の
酒
屋
が 

あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

 

大津市歴史博物館は今年開館して３０周年の記念すべ

き年になります。同館では今年４月からの充実した企画

を計画していましたが、コロナ禍の影響でいろいろ大変

だったそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうした中でこの秋に開催されます。『聖衆来迎寺

と盛安寺』展は見逃せない企画です。 

比叡山の麓の港町として栄えた下阪本地域にある

聖衆来迎寺は近江の正倉院とも呼ばれ著名な国宝・重

要文化財が所蔵されています。このなかで特に国宝の

六道絵は国立博物館に分散展示されているのですが、

今回の企画展で初めて全幅一堂が展示される貴重な

機会です。また盛安寺の近江を代表する十一面観音立

像などの名品もずらりと並べられます。 

開催期間 10月10日(土)～11月23日(月・祝) 

観覧料 一般\800 高大生\400 小中生\200 

詳細は大津市歴史博物館まで 077-521-2100 

 

 

          この瓦版、最近の号は江戸時代旧町名

の事、造酒屋、今回の米蔵と歴史記事 

が多いので心配(読んでもらえるか？)しています。この秋はコ 

ロナ退散を願い大津市歴史博物館３０周年記念企画展と三井 

寺での疫病終息祈願特別参拝に出掛けられては？ [ Ｋ．Ａ ] 

       

          


